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RCDSP

◆製品一覧◆
※ 製品は予告なく変更となる可能性がございますので、予めご了承願います。

◆用途◆

ステンレス、難削材等の
研磨に最適

(バリ取り、キズ取り
溶接ビード除去等)

※保証期間は製造後5年になります。

- RICO DISC -
- RICRLE/リックル -

商品コード 品名 タイプ 粒度 直径×穴(mm) 小箱入数(枚) 大箱入数(枚) 回転数(rpm)

R31854 リコディスク RCDSP #40 100×15 10 100 13600

R31855 リコディスク RCDSP #60 100×15 10 100 13600

R31856 リコディスク RCDSP #80 100×15 10 100 13600

R31852 リコディスク RCDSP #100 100×15 10 100 13600

R31853 リコディスク RCDSP #120 100×15 10 100 13600

◆特長◆

焼けの発生が少なく
研磨力が持続

セラミック研磨材
による抜群の研削性と

耐久性の実現
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使用上の注意⚠ ⚠

■研磨作業時は、作業に適した保護メガネ・手袋・安全帽・防じんマスク・長袖シャツ等の保護具を使用し
て下さい。怪我や火傷をする恐れがあります。

研磨作業の前に空運転を行い、「ぶれ」や「振動」等の異常がないことを確認して下さい。
異常なぶれや振動はディスクの破壊の原因になります。
また、ご使用前には1分間空回転させて異常がないことを確認して下さい。

空回転でも最大許容回転速度以上には上げないで下さい。ディスクが破壊し、作業者が怪我をする恐
れがあります。また、回転中のディスク製品には絶対に手や身体を触れないで下さい。

止め具は緩みなく確実に取り付けて下さい。ディスクが外れ怪我をする恐れがあります。
また、工具や機械には本品を加工せず、しっかりと取り付けて下さい。

作業場所周辺に可燃物を置かないで下さい。火花が飛び、火災の恐れがあります。

ディスクとワークとの研削角度は5～30度で作業をして下さい。ディスクの破壊の恐れがあります。
また、ワークをしっかりと固定した状態で作業を行ってください。

ディスク製品の使用前に傷や割れ、摩耗等異常がないか確認して下さい。
もし製品に上記異常が確認できる場合は、新しい製品と交換をして下さい。

使用するハンドツールの取り扱い説明書を読み、外径・内径・最高周速度等を確認し、その指示に
従って作業して下さい。

ディスク製品の保証期間は製造年月より5年です。高温多湿を避け、直射日光の当たらない室内で製
品の保管をお願い致します。保管状況により、安全性や製品の性能が損なわれる可能性があります。

ディスク製品は湿度や温度により接着剤の劣化や変色、反りが発生する場合もありますので、製品
開封後はすみやかにご使用下さい。

ディスク製品は正しい位置に確実に取り付けてください。

下記注意事項を遵守し、ご使用下さい。
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作業後はワークやディスク製品等、高熱の場合がありますので、直接手や身体を触れないで下さい。

他の作業者の安全を確認してから作業を開始して下さい。

本来の目的以外での使用はお控え下さい。

■

■

■
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RCDSP/RICRLE

使用中に違和感を感じた場合は直ちにに使用を止め、原因を確認して下さい。

製品の破棄は不燃物として市区町村の定める方法に従って処理して下さい。

ワークから離した状態でハンドツールを始動させ徐々にワークへディスクを近づけるようにして下さい。
無理に圧力を加えたり、急激に圧力を加えないでください。
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